
   

 
 

発
行 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派 

稱 

讃 

寺 
 
 

 

〒
一
二
一
ー
〇
〇
七
五 

 
 

東
京
都
足
立
区
一
ツ
家
三
丁
目
五
番
二
〇
号 

 
 
 
 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
ー
五
二
四
二
ー
二
〇
二
五 

 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
ー
五
二
四
二
ー
二
〇
二
六 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

Ｈ 

Ｐ 
s
h

o
u

s
a
n

ji . c
o
m

 
 
 
 
 
 

 

二
六
二
号

 

二
〇
二
四
年
一
〇
月
一
日
発
行

二
〇
二
四
年
度 

稱
讃
寺
門
信
徒
会
費 

 

年
会
費 

六
千
円 

振
込
先 

城
北
信
用
金
庫 

一
ツ
家
支
店 

名 

義 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派 

稱
讃
寺
教
会 

 
 

 
 

 

代
表 

北 

村 
 

信 

也 

口 

座 

普
通 

６
１
７
６
０
５
１ 



2 １ 

『
親
鸞
の
人
生
観
』 

金
子
大
榮
著 

一
九
六
六
年
初
版
第
一
刷
発
行 

二
〇
二
一
年
新
装
版
第
一
刷
発
行
「
一 

総
説
」 

（
法
蔵
館
） 

『
親
鸞
の
人
生
観
』 

 
 

教
行
信
証
真
仏
弟
子
章 

 

金
子
大
榮 

法
蔵
館 

一
九
六
六
年
初
版 



3 ３ 

往
生
と
成
仏
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

徳
永 

一
道 

氏 

『
ビ
ハ
ー
ラ
の
往
生
と
成
仏
』 

ビ
ハ
ー
ラ
医
療
団
編 

 
 

 
 

 
 

 

二
〇
一
五
年
八
月
二
九
日
三
〇
日 

第
一
五
回
ビ
ハ
ー
ラ
医
療
団
研
修
会
講
演
録 

『
ビ
ハ
ー
ラ
医
療
団
講
義
集
パ
ー
トⅤ

 

ビ
ハ
ー
ラ
の
往
生
と
成
仏
』
ビ
ハ
ー
ラ
医
療
団
編 

（
自
照
社
出
版
） 

二
〇
一
六
年
九
月
三
日
初
版
発
行 



4 ２ 

『
親
鸞
の
人
生
観
』 

金
子
大
榮
著 

一
九
六
六
年
初
版
第
一
刷
発
行 

二
〇
二
一
年
新
装
版
第
一
刷
発
行
「
一 

総
説
」 
（
法
蔵
館
） 



5 ４ 

『
ビ
ハ
ー
ラ
医
療
団
講
義
集
パ
ー
トⅤ

 

ビ
ハ
ー
ラ
の
往
生
と
成
仏
』
ビ
ハ
ー
ラ
医
療
団
編 

（
自
照
社
出
版
） 

二
〇
一
六
年
九
月
三
日
初
版
発
行 



6 ５ 

『
ビ
ハ
ー
ラ
医
療
団
講
義
集
パ
ー
トⅤ

 

ビ
ハ
ー
ラ
の
往
生
と
成
仏
』
ビ
ハ
ー
ラ
医
療
団
編 

（
自
照
社
出
版
） 

二
〇
一
六
年
九
月
三
日
初
版
発
行 



7 ６ 

 

 

宗
門
関
係
学
校
生
徒
作
文
最
優
秀
作
文 



8  

 
稱
讃
寺
一
〇
月
行
事
予
定 

  

聞
法

も
ん
ぽ
う

は
終
活

し
ゅ
う
か
つ

で
な
く 

  
 
 

 
 

 
 

 

生 せ
い

の
糧 か

て

で
あ
る 

 

二
〇
二
四
年
「
心
の
と
も
し
び
」
十
月
カ
レ
ン
ダ
ー
よ
り 

１
６
日
（
日
）
午
後
２
時 

 

の
ん
の
ん
法
話
会 

２5日（金）～31日（木） 

 鹿児島・稱讃寺永代経 

    で 帰省いたします。  

 

門
徒
総
代
会 

報
告 

 

編
集
後
記
（
愚
案
） 


